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1 The GreatAsian Religions, An Anthology, Macmillan･ 1969
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この間病気で休まれていた時期もあるが､演習ではカントもさることながら､
D.ヒュ-ムを克明に読まされたことが印象深い｡
本欄を執筆された諸先生が指摘されているように､戦後は学問の世界でもア
メリカの影響が強くなり社会科学が著しく台頭した｡従来､哲学思想系の研究
が主流であった東北宗教学にも実証的研究への道が広がり始めていたが､ 1958
年に開催された第9回国際宗教学宗教史会議の準備と後始末をつける数年問は､
研究室上げての実地調査も中断されていた｡しかし､堀先生のお声掛かりで､
村の名前を思い出せないが､冬の寒い晩に徹夜で行われる当屋渡しの儀礼を参
与観察したことや､国分町の居酒屋に拠点があった｢をがる講｣小正月の行事
に､月光善弘さんたちと参加した楽しい思い出もある｡
Ⅱ i
石津先生が宗教学会の会長に選出されたのは国際会議の前年1957年であり､
よって第9回会議の組織･実行委員長になられたので､その影響は当然研究室
に及ぶことになる｡尤も準備の作業は岸本先生が事務局長をつとめられた関係
から東大の研究室にしわ寄せが及んだが､後始末の方､プロシーディングズの
東北大学を訪れた
パウル･ティリッヒ
刊行業務は東北大の研究室が全面的に担うこと
になった｡発表者に原稿を提出して貰う依頼か
ら､印刷原稿の校正依頼等､繁雑な外国宛の郵
便事務から､最後は印刷を請け負った笹気印刷
の現場へ出張して校正作業を行うなど　編集出
版のメンバーとして名前が記されている山形孝
夫､川端純四郎両氏の尽力はもとより､研究室
にかかわる人達の貢献には多大なるものがあっ
た｡
914ページという大冊になる報告書の上梓は
2年後の1960年4月になった｡実は同年の9月
には次の第10回会議がマールブルグで開催され
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るので､それまでに120人あまりの外国人参加者にこれを届けたいというのが
国際学会副会長に推された石津先生の願いであった｡全員に航空便で送る予算
はないので､横浜を出港するヨーロッパやアメリカ向け船便のスケジュールを
調べそれに間に合うよう大学院博士課程の星宮智光､渡辺(石岡)郁子両氏
と夜行列車で直接横浜郵便局まで運び込んだのも懐かしい思い出である｡
第9回会議は文系の学会としては戦後初めての国際会議であり､宗教学会に
かかわりの深い三笠宮殿下が名誉総裁をつとめられた｡このときメインゲスト
の一人として来目したF.ハイラー博士は､次にマールブルグで同会議のホス
トをつとめるに際して､再び三笠宮殿下を名誉総裁として迎え､日独間学術交
流の振興に貢献されている｡この第9回会議に組織委員の一人として研究発表
を行い､次いで第10回会議にも出席して研究発表を重ねられた中山正喜天理教
二代真柱は､この2度の会議を通してハイラー博士と親交を深められ､これを
契機にマールブルグと天理との関係はより密接なものになった｡
およそ半世紀後の2006年､マールブルグでフィリップス大学神学部と天理大
学宗教学科との共同研究プロジェクトを立ち上げ､ハイラー博士の主著に敬意
を表して｢祈り｣をテーマに国際シンポジウムを開催､次いで2010年には天理
大学で｢清める一心と身体の宗教的変容-｣をテーマに2回目のシンポジウム
を開催した｡ちなみに､このプロジェクトの重要な役割を担ってくれたのが､
東北宗教学のメンバーである澤井義次教授である｡
この時期に外国から東北大学ないし
文学部を訪れ､神学､哲学､宗教学関
係の講演や講義をされた碩学に､ E.
ブルンナ-､G.マルセル､M.エリア-
デ､ P.ティリッヒ等々の名が挙げら
れる｡ 1960年､ティリッヒ博士が夫人
同伴で来訪されたときは､片平丁ギヤ　　右から石澤先生､ティリッヒ､掘先生
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パウル･ティリッヒ夫妻
(右側に写っている手は石澤先生)
ンパスの総長室で石津先生､堀先生
が応対され､お土産に仙台タンスの
物入れがプレゼントされた｡その前
日松島を訪れた名残のせいか､総長
室で芳名録に記帳をされるとき､松
島のオイスターは暗い海の--･とい
うようなことを記されたと記憶して
いる｡しかし､実際にそれを見て確
認した覚えはないので､まだその芳
名録が残っているなら確かめて欲しいと思う｡
助手になる前年､シカゴ大学でPh.D.を取得したばかりのJ.D.ダナフユー
という若い文化人類学者がフルブライトの交換教授として着任｡かつて日本農
村の文化変容を調べるべく奈良県の二階堂村(天理市二階堂町)に滞在したこ
とがあると言い､継続的な調査旅行のため留守がちであったが､その傍ら英語
で概論風の講義をしてくれた｡教室でもタバコを離さず､教卓に腰を掛けたり
して､何となくアメリカに脅学しているように錯覚させる授業であった｡
奥さんと男の子二人を連れての赴任だったので研究室の仲間たちとは家瑛
ぐるみの付き合いがあり､冬の休みには奥さんと子供たちを鳴子までスキーに
連れて行ったこともある｡彼自身スポーツマンでもあったから､研究室対抗の
野球の試合にはいつも快く出場してくれ､しばしばファインプレーを披露した｡
毎日1升瓶を空ける酒豪であり､持ち前のフィールドワークを生かして仙台の
飲み屋街にも精通､ X橋界隈のややいかがわしいバーに案内されて驚いた思い
出がある｡要するに､週1回の講義より教室外での接触が多かったのであるが､
その後の消息は皆目つかめないままである｡
2年ほど前､相変わらず飲めもしないのに独りで､かつて石津先生のお供を
した文化横丁の居酒屋Gに､それこそ50年ぶりに訪れてみた｡女将さんの顔は
変わっていたけれど　全く昔のままのたたずまいで懐かしかった｡今や老大家
の岡田重精､山形孝夫､山折哲雄あるいは木田元先生等はもう忘れて高られる
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だろうが､その昔一緒にお供させられたこともある｡一本北側の路地にある中
華料理のSも昔ながらの味を保持していて､どうゆう訳か古き良き時代への郷
愁を駆り立てる横丁であった2｡
2　Gは源氏､ Sは群発順　一これは参考まで
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